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地域の皆様と保護者の皆様と
子どもたちとわたしたち
御所浦小でおこすステキな奇跡

祝９００００カウント！ホームページ１０００００カウントめざして元気に更新中！

５年生は、「水俣に学ぶ肥後っ子教室」の学びも！
「今から５年生の発表を始めます。私たちは人権学習『この子

とともに』を通して多くのことを学びました。水俣病に対する偏見、
差別が原因で、水俣病患者やその家族など、多くの人が苦しみ、
悲しんできたこと。周囲の人々は、自分のことばかり考え、水俣
病やその患者さん、家族のことを知ろうともせず、決めつけ、差別
していたこと。水俣病患者やその家族の人々は、まわりから冷た
い目を向けられ、差別されてもそれに負けず勇気を出して、おか
しさに立ち向かったこと。みんなのため、子どもたちのため、明るい
未来のため、あきらめず、協力し、歩み続けてきたこと。
私たちはこれらのことから４つの大切なことを学びました。自分

のことだけでなく、相手の気持ちを考え行動すること。決めつける
のではなく、まず正しく知ることが大切だと言うこと。みんなのため
にできることを探し行動すること。うわさ話をしない、させない、信
じないこと。これらのことから、私たち５年生の人権目標は、『相手
のことを考えて行動し、人との関わりを増やして、その人を正しく
知り、いいところをたくさん見つける５年生』に決めました。
この目標を目指して、みんなで差別や偏見に立ち向かってい

きたいです。
これで５年生の発表を終わります。」

６月１７日（木）は第２回人権集会でした。
各クラスの代表６人から成る人権委員会の司

会進行で、各クラスの人権学習の学びの紹介と
人権目標の発表、そして人権委員から御所っ子
人権宣言の発表がありました。
しっかりした学級での学びが伝わる発表でし

た。どの学級もすばらしい発表でした。今回は、
「水俣に学ぶ肥後っ子教室」とのリンクで人権
学習を行った５年生の発表を紹介しています。
またこの文章の背面の写真は、ごしょっこの

すばらしさを伝える写真です。左は、姿勢を正し
て話を聞くシーン、下は、集会の終末に後列に
いた有馬先生が話を始めると全児童が体をそ
ちらに向けたシーンです。本当にすばらしいで
すね。
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教頭先生の話
「『人権』とは、『人として
持っている権利』もう少し
詳しく言えば、『人として、
安心・安全に生きていく
ことができる権利』のこと
です。これは、誰もが生
まれてすぐに持っている
権利です。」

あいさつをもっともっとじょうずになろう！Ｂｙ熊野先生＆全職員！


